
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 訓 ： 誠実・自主・創造  

第８７号  ２０２５年 ７月１６日（水）  

   宜野湾高等学校進路指導部【企画】 

 

 

■希望する大学・学部の過去問を調べよう 

多くの大学では設問が変わっても出題形式は毎年あまり変わりません。 

試験時間、解答字数、答案用紙と設問の傾向も把握しておくこと。 

 

■小論文には『型』がある 

小論文は、作文や感想文よりむしろ数学の証明に近いものです。 

①自分の意見を提示 

②その意見が正しいことを証明するために客観的な事実やデータなどの根拠を述べ 

③結論に導きます 

 

 

 

 

 

 

■書くための材料を仕入れる 

これから短期間で小論文を書くための材料―希望する学部に関連する知識をで

きるだけ多く蓄積しなければなりません。 

今から毎日、関連する書籍やニュースなどを読み、キーワードを書き留めること

を日課にしてください。次の４つが主な情報収集源になるかと思います。 

①新聞   ②新書   ③ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ    ④ﾂｲｯﾀｰ（X）などの SNSやﾈｯﾄ記事 

 

■小論文を書く訓練 

①小論文がどういうものか全くわからない場合は、まずは小論文の実例をいく

つか探し、読んだり書き写してみること。 

②原稿用紙1～2枚程度（400～800字）の小論文を、30分～1時間で書く練

習をしてみる。 

③希望する学部の関連知識を蓄積し、小論文の指導を受けてみる。 

解答字数 序論（導入） 本論（展開） 結論（結末） 

内容 自分の『論点』『意見』を提示する 
自分の意見を裏付ける『理

由』『根拠』を述べる 

本論を踏まえ、改めて①の自

分の意見を明言しまとめる 

600 字 60～100 字（1 段落） 400～500 字（2～3 段落） 60～100 字（1 段落） 

800 字 80～160 字（1～2 段落） 500～600 字（2～4 段落） 80～160 字（1～2 段落） 

1200 字  100～200 字（1～2 段落） 800～1000 字（5～6 段落）  100～200 字（1～2 段落） 

 


